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第I節   研究動機 




























































   














図 I-2 運動スキルモデル(Argyle,1967) 
 
 









デルを援用して、図Ⅰ-3 に示す社会的スキルモデルを作った。図Ⅰ-2 と図Ⅰ-3 を比べ
てみれば、一番大きい違いは図Ⅰ-3 の方にはフィードバックを表す矢印は 3 本あり、
より複雑なモデルであることが分かる。A と B の間の相互作用は、二方向の矢印で表
示されており、フィードバック X は B からの望ましい諸反応を引き出す際の A の社会
技術の成功に関する種々の手がかりから成り立っている。フィードバック Y は、A と
B の社会技術の間の「噛み合わせ」の成功・不成功に関する手がかりに基づいており、




















表 I-1 社会的スキルの諸定義 















































マ ク フ ォ ー ル
(1982) 
特定の社会的課題を有能に遂行することを可能にする特定の能力 能力 
フ ィ ー ル ド ら
(1984) 
個人の社会的遂行(その個人の典型的な行動様式)に影響を与える基本的な能力 能力 
































表 I-2 1988 年以後の社会的スキルの諸定義 
提唱者 定  義 
菊池 (1988) 対人関係を円滑に運ぶために役立つスキル 
庄司 (1991) 対人関係の形成・維持に関わるスキル 
Darden & Ginter (1996) 
ある特定のスキルを持っていて、それらのスキルをどこでいつ使うかを知って
いる人間の能力 









社会的スキルをより包括的な概念である社会コンピテンス (Cavell & Kelley, 1992)や

























































社会的スキーマをめぐる 4 つの過程(図Ⅰ-4 の①~④)から構成されると示している。 
さらにその 4 つの過程について、相川は表Ⅰ-3 に示すように説明している。 
10 
 
表 I-3 社会的スキル生起過程モデルの構成 

















別できる特徴であるとされている(庄司, 1991；相川, 2009)。 
 ④オープンスキルである。 


















表 I-4 社会的スキルと関連する変数 
著者 研究対象 変数 結果 
Kim(1968) 小学生 学業成績 正の相関 
Feldhusen(1970) 小・中学生 学業成績 正の相関 
戸ヶ崎(1999) 小学生 学校の不適応感 不適応感低減 
三島(2003) 小学生 いじめ問題 いじめ低減 
上村(2012) 小学生 学習意欲 学習意欲に正の影響 
渡辺・蒲田(1994) 中学生 登校・不登校 登校児高い 
松下・村松(2006) 中学生 攻撃性 負の相関 
西村・東條(2009) 中学生 ストレス反応 負の相関 
清水ら(2009) 中学生 いじめ問題 いじめ低減 
鈴木ら(2011) 高校生 対人恐怖傾向 負の相関 
大対(2011) 高校生 学校適応 不登校生徒低い 
青木(2007) 高校生 精神的健康 良い影響 
金子・他(2007) 高校生 攻撃性・攻撃受動性 攻撃性を低減 
有賀(2011) 高校生 対人恐怖心性 負の相関 
安藤・吉村(2003) 大学生 攻撃性 負の相関 
杉浦ら(2007) 大学生 ストレス反応および対人恐怖心性 負の相関 
松島(1999) 大学生 自己開示 正の影響 
相川ら(1993) 大学生 孤独感 孤独感を低減 
服部(2008) 大学生 攻撃性 負の相関 
高間(1997) 看護婦 勤労意欲 正の影響 
小田ら(2006) 女性従業員 職業性ストレス ストレス低減 
田中(2009) 従業員 職業性ストレス ストレス低減 
 





していた。Feldhusen ら (1970)は、小・中学生を対象に、5 年間の縦断的研究を行っ
た。その結果、高い社会的スキルを持つ学生は、攻撃的な学生より学業成績がいいこ
とを報告していた。上村は (2012)日本の小学校 3 年生を対象とした社会的スキルトレ
ーニングを行った後、実験群は統制群より「学習意欲」得点が有意に上がったという
結果を報告した。社会的スキルは児童生徒の学校の不適応感にも影響を与えている 
(戸ヶ崎 , 1999)。また三島 (2003)は、小学生を対象に、親しい友人間に見られる「い
じめ」と排他性・社会的スキルの関連を調べ、男子小学生の場合には、社会的スキル
の程度が高いほど、親しい友人をいじめた体験が少ないということを示している。 















高い高校生の社会的スキルが低いという結果を報告している。大対 (2011)は 40 名の
一般高校生と 31 名の不登校の履歴のある高校生を対象に、学校適応感を社会的スキル
及びソーシャルサポートとの関連を調べ、一般高校生の社会的スキルの得点は不登校
生徒より有意に高かったという結果を報告している。金子ら (2007)は高校生 1425 名
を対象とした攻撃受動性と攻撃性及び社会的スキルとの関連を追求した結果、攻撃受
動性及び攻撃性の低減を図るためには、社会的スキルを高めることが重要であること




































 社会的スキルはスキルとして測定できるものと考えられている (庄司, 1991)。社会
的スキルを測定する目的について、相川 (2009)は、①実証的な研究のために、②治療
やトレーニングに利用、という 2 つの理由を挙げている。 
 心理学的研究に用いられる技法は実験法と非実験法という大きく 2 つの方法に分け




表 I-5 社会的スキルの測定法の分類 
























表 I-6 質問紙法の長所・短所 















る Social Skills Inventory を開発した(以下 SSI と略記)。SSI は「情緒的表現性」、「情
緒的感受性」、「情緒的コントロール」、「社会的表現性」、「社会的感受性」、「社会的コ
ントロール」と「社会的操作性」7 つの下位尺度、合計 105 項目に構成された。しか
し、Riggio は個人の社会的技能を評価する基準として個々の下位尺度の得点のバラン







看護婦や従業員のため開発した社会的スキルの尺度も存在している (千葉, 1996 ; 布




表 I-7 日本人を対象とした開発した社会的スキル(一部) 
名 前 開発者 構 成 
KiSS-18 菊池 (1988) 6 下位尺度、合計 18 項目 
社会的スキル尺度 庄司 (1991) 4 下位尺度、合計 19 項目 
中学生用社会的スキル尺度 戸ヶ崎 (1997) 3 下位尺度、合計 25 項目 
児童生徒用ソーシャルスキル尺度 杉村ら (2007) 5 下位尺度、合計 50 項目 
  
日本でよく使われている社会的スキル尺度は、菊池  (1988)によって開発された
KiSS-18(Kikuchi’s Social Skill Scale 18 項目版)である。KiSS-18 は「初歩的なスキル」、
「高度のスキル」、「感情処理スキル」、「攻撃に代わるスキル」、「ストレスを処理する
スキル」、「計画のスキル」、6 つのスキル合計 18 項目から構成され、それを用いた論
文や学会発表の数は 100 点に近くあり、ウェブサイトの利用、職場、そして看護まで
幅広い領域で活用している (菊池, 鈴木, 田中, 他, 2005)。KiSS-18 は日本における簡
易な社会的スキル尺度であり、項目が少ないため、使用しやすいという利点がある一







れてきた。于 (1994)は Riggio が 1986 年に作成した Social Skills Inventory (SSI)社
会的スキル尺度を紹介した。SSI は「感情表現性」、「感情の感受性」、「感情のコント
ロール」、「社会的表現性」、「社会的敏感性」、と「社会的コントロール」6 つの下位尺
度、合計 90 項目で構成している。曹ら (2009)は、大学生を対象に SSI の中国語版の
信頼性と妥当性を検討し、SSI の 6 因子構造が中国人大学生に適用できる尺度である
と報告している。但し、曹らは SSI の項目内容に対して、文化の等価性の問題があり、













Social Skills Inventory: ChUSSI)を開発した。ChUSSI は「相手の面子」、「社交性」、





















体系的に学習させることがソーシャルスキル・トレーニング(social skills training, 以
下 SST と略記する)であると述べている。 
 SST は社会的スキルの概念的な基礎を社会的学習理論に依拠して発展してきた 
(Johnny & Thomas, 1993)。この歴史に関しては、SST は 20 世紀 70 年代に大学生の
主張性に焦点を当てて、大学生の不安を緩和するために、社会的学習療法を用いた主
張性訓練に関する研究 (McFall & Lillesand, 1971)から端を発している。社会的スキ
ル理論の発展、そして行動療法、アサーション・トレーニング、認知療法や理論情動
療法が盛んになるにつれて、SST は、各種の治療技法を組み合わせたトレーニング・
パッケージとして、欧米では 1970 年代以後、発展してきた (相川, 2009)。表Ⅰ-8 は




れていると述べている。2000 年以後、学級集団を対象とした SST は日本の小・中学
校を中心によく試みられているため、表Ⅰ-9 と表Ⅰ-10 は 2005 年以後日本の小・中学






表 I-8 SST の代表的なプログラム 
提唱者(年) トレーニング名称 対象となるスキル 
Adkins, W. R (1970) 生活スキル訓練 自己啓発と他者関係の改善・家庭管理・社会生活上の権利の
行使練習 
D’Zurila, T. J. &Goldfried, M. R (1971) 問題解決訓練 対人的問題解決・セルフコントロール 
Spivac, G. & Shure, M. B. (1979) ICPS 行動選択肢の発見・因果関係理解・集団目標関係の理解・他
者理解スキル 






Bash, M. A.& Camp, B. W (1980) シンク・アラウド法 問題解決・対人関係スキル・セルフコントロール・情動の意
識化 
Cox, R. D. & Gunn,W. B. (1980) 学校対人スキル法 対人緊張減少スキル 
Oden, S. (1980) 社会的孤立への介入プ
ログラム 
集団への参加と共同コミュニケーションスキル 






表 I-9 小学校を対象とした学級 SST 
著者 対象学年 SST 内容・特徴 結果 




































表 I-10 中学校を対象とした学級 SST 
著者 対象学年 SST 内容・特徴 結果 
佐野・小泉(2005) 中 1 
国語の授業として、「聞く」「発言する」という学習ス
キル向上を目指す SST を行う 
「聞く」「発言」とも事後は向上する。効果を維持するために
は、「発言」では継続的な般化促進が必要 
江村ら(2006) 中 1 教示・モデリング・リハーサル・フィードバック 
社会的スキルは事後に上昇、ストレスも上昇、スキル非獲得群
は孤独感が上昇 
湯浅ら(2007) 中 3 教示・モデリング・リハーサル・フィードバック 
先生との関係スキル、主張性スキルは事後に上昇。ストレッサ
ー―は上昇したが、先生サポートと孤独感は減少 




渡辺・星(2009) 中 2 deRosier(2002)のプログラムから抜粋・修正 ターゲットスキルは事後に低下、フォローアップで向上。 










 戸田ら (2011)は小・中学校を合わせて全部 34 個の SST 研究を挙げて、その効果に
ついて検討した。表Ⅰ‐9 と表Ⅰ‐10 その一部である。結果から見れば、SST プログ
ラムの効果は、全ての研究から支持されているわけではない。表Ⅰ‐9 に示している




について 10 回の SST を実施したが、セルフコントロールスキルの教師評定が下降し
たという結果を報告した。また、後藤(2009)は小学校 5 年生に聴きスキル・共感・怒
りのコントロールについて 6 回の SST を実施し、スキル全てが事後に向上であったが、
1 年後のフォローアップで効果は見られないという結果を報告した。 
次に、中学生を対象とした SST の研究は表Ⅰ‐10 に示している。佐野・小泉(2005)
は中学 1 年生を対象に、「聞く」と「話す」スキルについて 6 回の SST を実施したが、
SST の効果を維持するためには、継続的な般化促進が必要ということを指摘している。
江村ら(2006)は中学 1 年生を対象に、自己紹介・挨拶・暖かい言葉かけなどスキルに
ついて 3 回の SST を実施し、社会的スキルは事後に上昇するが、ストレスも上昇する
結果を報告した。ほかにも、湯浅ら(2006)は、中学 2 年生を対象に、積極的な聴き方・
仲間の誘い方・暖かい言葉かけ・上手な断り方・気持ちのコントロール、5 つのスキ



















































































第I節   スポーツ活動の心理社会効果 
 スポーツは英語の sport の複数形 sports のカタカナ表記であり、17 世紀には sport














表 II-1 スポーツ活動が社会に与える多様な効果 








2002 年日韓共催したサッカーW カップ 




















たした南アフリカ共和国のパラリンピック・オリンピック陸上選手 Oscar Leonard 
Carl Pistorius である。彼は様々な栄誉を一身に集めたが、2013 年 2 月 14 日に自宅




高めるという結果(Silva, 1983 ; Mugno & Feltz, 1985)と、攻撃性の高い競技スポーツ
では、運動選手の攻撃行動や暴力は少ないという結果 (Daniels & Thornton, 1990 ; 
Coakley, 2003)、また、スポーツ活動が運動選手の攻撃性に与える影響は、性別による




































た内容も含めている。例えば、Play It Smart プログラムが競技者の就職を援助するこ






表 II-2 スポーツを通してのライフスキル教育プログラム 
プログラム名称 開発者 年 対象 内容 
SUPER(Sports United 











Play It Smart 




















































































表 II-3 スポーツと社会的スキル及びライフスキル中の社会的スキルに関する先行研究 





















































































































































































第IV章 研究 1 中国大学生用社会的スキル尺度改訂版
(RChUSSI)の開発 
第I節   目的 
 本研究では、新たに中国人大学生サンプルを用いて、中国大学生用社会的スキル尺
度改訂版を開発する。その理由は以下に示している。 
① 既存した中国人に適用できる各社会的スキル尺度 (庄, 甘, & 刘, 社会技能量






けられている (蓝, 2002)。毛・大坊 (2006)の「大学生社会的スキル尺度」の作成過程
は単一大学であり、この尺度を用いた他地域の大学生を対象とした研究 (周琛, 2008; 
孔, 2011)においても、その尺度の因子構造の信頼性と妥当性の再検定は行われていな
い。 















生人数が 1 万人以上の大学を 1 大学抽出した。各学内で無作為抽出法による大学生 1
年～4 年生計 2300 名を抽出した。全回答者のうち、明らかな虚偽回答を含むと判断さ
れたなどのアンケート 384 部を除き、最終的に、1916 名が有効回答者となった。性別
の内訳は男性 822 名、女性 1094 名で、平均年齢は(20.36±1.34)歳である。また、169
名の回答者を対象に、2 週間後再テストを行った。 
②調査期間 
2011 年 4 月 25 日～5 月 10 日 
③調査方法 
個別自記入形式の質問紙調査で実施した。講義後に、講師によって集合調査形式で







 オリジナルの ChUSSI は全部「相手の面子」、「社交性」、「友人への奉仕」と「功
利主義」4 因子、合計 41 項目で構成している (毛 大坊, 2006)。本研究では、新たに
社会的スキルの実行欠如を測定できるようにするために、対人シャイネスを測定でき
るCheek and Buss シャイネス尺度中国語版(Revisde Cheek and Buss Shyness scale, 
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RCBS) (汪, 王, & 马, 1999)の 13 項目を加え、ChUSSI オリジナルの 41 項目と合わ
せて 54 項目で構成している。 
その理由は、相川の研究で、シャイネスを社会的スキルパフォーマンス発揮に大き
な影響要因として認められ、シャイネスの改善を社会的スキルトレーニングの一部と
して取り扱っている (相川, 1998; 2000)ことである。シャイな人は見知らぬ人と会話
を始めないし、始めても、アイコンタクトが少なかったり、手で自分の体の一部に触











証するために、中国語大学生版 Buss-Perry 攻撃性尺度を基準関連尺度として導入した。 
CC-BPAQ は敵意、身体攻撃、衝動性と怒りやすさ 4 つの下位尺度、合計 22 項目で
構成されており、5 件法で求める。Cronbach α係数は 0.73~0.85、2 週間間隔の再
テスト信頼性係数は 0.75~0.80 で、高い信頼性と妥当性が有する尺度である。 
⑦統計解析 







表 IV-1 RChUSSI 第１回目の改定内容 














































































































表 IV-2 大学生用社会的スキル改訂版得点状況(n=1916) 
項目 平均値±標準偏差 項目 平均値±標準偏差 項目 平均値±標準偏差 項目 平均値±標準偏差 
1 3.42±1.14 15 3.57±1.05 29 3.83±0.93 2_s  3.37±1.05 
2 3.38±1.10 16 3.99±1.01 30 2.87±1.18 3_s 3.34±1.02 
3 3.66±1.06 17 3.56±1.00 31 3.89±0.95 4_s  3.15±1.03 
4 3.92±1.02 18 3.54±1.27 32 3.83±1.00 5_s  3.21±1.04 
5 3.61±0.97 19 3.45±1.05 33 3.96±0.96 6_s 3.26±1.04 
6 3.69±1.03 20 3.84±0.96 34 3.37±1.13 7_s  3.08±1.06 
7 3.51±1.12 21 3.11±1.84 35 3.59±1.04 8_s 2.77±1.10 
8 2.95±1.25 22 3.77±1.07 36 3.34±1.13 9_s 2.91±1.05 
9 4.05±0.97 23 3.16±1.16 37 3.73±1.01 10_s  3.52±1.02 
10 3.83±0.97 24 3.41±1.09 38 3.44±1.06 11_s  3.22±1.04 
11 3.48±1.12 25 3.77±1.02 39 3.80±1.01 12_s 3.40±1.00 
12 3.73±0.97 26 3.12±1.19 40 2.93±1.24 13_s  3.09±1.12 
13 3.92±0.98 27 3.93±1.02 41 3.90±1.00   






1 回目の因子分析では、固有値が 1 以上を設定し、因子数は制限しなかった。その





図 IV-1 大学生用社会的スキル尺度改訂版の因子スクリープロット 
 
そこで再度 3 因子を仮定して主因子法・Promax 回転による因子分析を行って、因
子負荷量 0.5 を基準に共通性の低い項目を削除した。最終的に、3 因子構造、合計 34
項 目 で 構 成 し て い る 大 学 生 用 社 会 的 ス キ ル 尺 度 改 訂 版 (Revised Chinese 
University-students Social Skill Inventory, RChUSSI)を作成した(表Ⅳ-3,Ⅳ-4)。第一因
子は 18 項目があり、ChUSSI の「相手の面子」因子と「友人への奉仕」因子の項目で
構成している。第一因子の内容から見れば、主に他人とコミュニケーションする時に
相手の面子と利益を維持するスキル、そして衝突や不快なことを避けるスキルである
ため、第一因子を「思いやり」と命名した。第二因子は ChUSSI の「社交性」の 5 項
目、「友人への奉仕」の 1 項目と「功利主義」の 2 項目で構成している。構成内容から
見れば、主に積極的に社会活動に参加するかどうかに関する内容であるため、第二因






表 IV-3 大学生社会的スキル尺度改訂版の因子負荷量(n=958) 
 思いやり 社交性 社交シャイネス 
 項目 負荷量 項目 負荷量 項目 負荷量 項目 負荷量 
 13 0.75 5 0.62 26 0.79 11_ 0.75 
 4 0.75 12 0.60 36 0.73 2 0.73 
 33 0.74 20 0.59 34 0.68 4 0.73 
 41 0.70 29 0.59 21 0.66 5 0.68 
 16 0.68 27 0.56 38 0.59 1 0.64 
 31 0.67 10 0.55 8 0.58 7 0.62 
 9 0.67 6 0.54 7 0.57 10 0.62 
 14 0.63 37 0.53 23 0.57 13 0.57 
 22 0.63 25 0.52     
固有値 10.22 4.08 2.30 




表 IV-4 中国人大学生用社会的スキル尺度改訂版の項目内容 




















































認的因子分析を行った。先行研究の評価基準により (豊田, 2011)、この 3 因子モデル









RChUSSI の内的一貫性を表す Cronbach’s α係数は 0.92， 3 つの下位尺度のα
係数は 0.93、0.87 と 0.86 で、十分な値が得られた。 




 CC-BPAQ を基準関連尺度として RChUSSI 因子構造の妥当性を検討した結果、マ
イナスの相関が見られた(表Ⅳ-5)。 
表 IV-5 RChUSSI の因子間相関および基準関連尺度との相関(n=1916) 
尺度 思いやり 社交性 社交シャイネス 
社交性 0.54**   
社交シャイネス 0.25** 0.43**  




表 IV-6 社会的スキル得点の性差 (n=1916) 
因子名 
男 子 女 子 
ｔ値 平  均 標準偏差 平  均 標準偏差 
思いやり 68.64 12.34 69.43 11.69 -1.44 
社交性 26.93 6.53 25.30 6.47 5.44** 










「社交シャイネス」3 つの下位尺度、合計 34 項目で構成されている。 
社会的スキルの因子構造に関して、各国研究者は尺度を作成時に異なった因子構造
を得られた  (Riggio, 1986; 菊池, 1988; 庄司, 1991; 庄, 甘, & 刘, 2004; 毛 大坊, 
2006)。毛と大坊は ChUSSI を作成した時、「相手の面子」、「社交性」、「友人への奉仕」
と「功利主義」4 つの因子を得られ、「社交性」因子は文化的普遍性を有するが、他の















 RChUSSI の「社交シャイネス」因子は RCBS の 8 項目で構成されている。ChUSSI
の中に類似した因子は存在しないが、KiSS-18 (菊池, 1988)、SSI (Riggio, 1986)、社
48 
 


































表 IV-7 社会的スキル得点の兄弟有無による得点差(n=1916) 
因子名 
兄弟無 兄弟有 
ｔ値 平    均 標準偏差 平    均 標準偏差 
思いやり 68.98 12.36 69.25 11.41 -0.49 
社交性 26.52 6.52 25.26 6.51 4.15** 












文系 理系 主効果 交互作用 




















































































































































図 IV-2 部活参加の有無で見た「思いやり」得点の学年推移 
 


































































































省にある合計 9 大学の大学生 1916 名を研究対象として、サンプル通し番号の偶数部
を探索的因子分析に、奇数部を確認的因子分析に使われた。中国語版 Buss-Perry 攻撃
性尺度を基準関連尺度として使用した。 








結果は、そうの 3 因子構造妥当性を検証した。内的信頼性検査および 2 週間の再テス










参加は大学生の社会的スキルの習得に肯定的な影響を与えていることが推察される。   
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第V章  研究 2 中国大学生用 Buss-Perry 攻撃性尺度(CC-BPAQ)
の開発 
 

















Buss & Perry (1992)は Buss & Drukee (1957)が作成した敵意尺度(BDHI)に基づき、
大学生を対象にし、人間の攻撃性を測る改訂版の Buss-Perry 攻撃性尺度(BPAQ)を作
成した。BPAQ は 29 項目、身体的攻撃、言語的攻撃、短気、そして敵意の 4 下位尺度
で構成され、信頼性係数は.72～.85 であった。 
現在まで、中国における攻撃性に関する研究では BPAQ がよく使用されている (张 
& 王, 2005; 戴, 吴, & 杨, 2006)。攻撃性は文化によって異なるため、自国の文化に基
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づく改定版の BPAQ は多く開発されている (刘, 周, & 顾, 2005; 安藤, ほか, 1999; 
Cor, Peter, Hans, Erik, & Sandra, 1996; Silia, Ioannis, Nikolaos, & Nicholas, 2009)。
中国においては、青少年版の BPAQ (刘, 周, & 顾, 2005)、広東語版 BPAQ (Jonathan, 
2007)など BPAQ の改定版が存在しているが、より幅広い地域にいる大学生を対象に







学生人数が 1 万人以上の大学を 1 大学抽出した。各学内で無作為抽出法による大学生
1 年～4 年生計 2300 名を抽出した。全回答者 2000 人のうち、明らかな虚偽回答を含
むと判断されたなどのアンケート 278 部を除き、最終的に、1722 名が有効回答者とな
った。性別の内訳は男性 702 名、女性 1020 名で、平均年齢は(20.36±1.34)歳である。
また、165 名の回答者を対象に、2 週間後再テストを行った。 
②調査期間 
2011 年 4 月 25 日～5 月 10 日 
③調査方法 
個別自記入形式の質問紙調査で実施した。講義後に、講師によって集合調査形式で









Buss-Perry 攻撃性質問紙(Buss & Perry, 1992)をそのまま採用し、中国語に翻訳し
た。翻訳の手続きについて、まず尺度項目の中国語翻訳は米、豪に留学経験 4 年間以
上の大学院生 2 名によって行われた。中国語に翻訳して作成した尺度を中国人の大学
院生 10 名によって項目の内容(中国語の表現)の検討を行った後、翻訳専門家 2 名によ
ってバックトランスレーションが行われた。表Ⅴ-1 は BPAQ 攻撃性尺度の日本語翻訳
版である。 
項目に対する回答はオリジナルの尺度と同じ 1 に近づくほど「まったくあてはまら
ない」、5 に近づくほど「非常に当てはまる」とする 5 件法で求めた。 
⑥基準関連尺度の導入 
 基準関連尺度について、中国人大学生社会的スキル尺度(ChUSSI)と Cheek & Buss
シャイネス尺度改訂版(RCBS) (汪, 王, & 马, 1999)を使用した。RChUSSI は第 3 章で
解説した。 
⑦統計解析 






表 V-1 BPAQ 攻撃性尺度の日本語翻訳版 






















































まず 1 回目の因子分析では、固有値が 1 以上を設定し、因子数は制限しなかった。
その結果固有値 1 以上の因子 7 つを得た。そこで因子のスクリープロット(図Ⅴ-1)を参
考する上、4 因子構造が妥当であると考えられた。そこで再度 4 因子を仮定して主因
子法・Promax 回転による因子分析を 2 回行った。その結果、十分な因子負荷量を示
さなかった 7 項目を分析から除外し、再度主因子法・Promax 回転による因子分析を
行った。Promax 回転後の最終的な因子パターンを表Ⅴ-2 に示す。なお、回転前の 4
因子で 22 項目の全分散を説明する割合は 51.91%であった。 
 





表 V-2 中国語版大学生用 Buss-Perry 攻撃性尺度の因子負荷量 
項目内容 F1 F2 F3 F4 
24 何故か分からないが、とても後ろ向きな気持ちになることがある 0.81 -0.08 -0.09 -0.08 
20 陰で人から笑われているように思うことがある 0.68 0.09 -0.02 -0.07 
5 私の人生はひどい扱いを受けていると思う 0.66 -0.13 0.05 -0.01 
28 私より他の人がいつも運がよいと思う 0.58 0.02 0.02 -0.01 
16 時々他人にねたむことがある 0.53 -0.01 0.09 -0.07 
22 友達の中には、私のことを陰であれこれ言っている人がいるかもしれない 0.52 0.23 -0.02 -0.10 
11 誰か私に特に親切であるとき、彼・彼女が何か目的を持っていると思う 0.48 0.28 -0.02 -0.20 
25 人とよく意見が対立する 0.44 0.26 0.01 0.09 
23 挑発されたら、相手を殴りたくなるかもしれない 0.00 0.86 0.02 -0.11 
18 権利を守るためには暴力もやむをえないと思う -0.03 0.75 0.09 -0.01 
17 私はけんかしやすい人 0.09 0.69 -0.10 0.10 
29 誰か私に押し付けし過ぎたら、殴りたくなると思う -0.03 0.67 0.12 -0.02 
14 知っている人を脅かしたことがある 0.18 0.48 -0.00 0.06 
15 意見が対立したときは、議論しないと気がすまない 0.08 -0.01 0.62 0.00 
9 友人の意見に賛成できないときは、はっきり言う -0.05 0.09 0.60 -0.09 
19 すぐにかっとなってしまうが、落ち着くのも早い 0.02 -0.13 0.53 0.11 
13 私の友人たちは私がせっかちな人だと思う -0.14 0.06 0.44 0.40 
3 殴られたら、殴り返すと思う -0.02 0.23 0.43 -0.14 
4 友達が私は論争好きな人と思われる -0.033 0.28 0.41 0.16 
1 たいした理由もなくかっとなることがある 0.24 -0.11 0.04 0.51 
27 かっとなることを抑えるのが難しい 0.12 0.12 0.04 0.51 
6 いらいらが爆発しそうになるときがある 0.46 -0.07 -0.03 0.50 
因子寄与 3.37 3.50 3.56 3.08 
累  計％ 28.22 34.87 39.16 42.33 




























表Ⅴ‐3 に示しているように、攻撃性の 4 つの下位尺度は互いに有意な正の相関
(r=0.39~0.58, p<.01)を示しており、「敵意」・「怒りやすさ」の得点は ChUSSI の得点
と負の相関が示しており、「敵意」・「身体攻撃」・「怒りやすさ」の得点は RCBS の得
点と正の相関が示している。 
表 V-3 CC-BPAQ の下位尺度と基準関連尺度との相関 
尺度 敵意 身体的攻撃 衝動性 怒りやすさ 
身体的攻撃 0.52＊＊    
衝動性 0.46＊＊ 0.39＊＊   
怒りやすさ 0.58＊＊ 0.46＊＊ 0.52＊＊  
ChUSSI -0.23＊＊ -0.19＊＊ -0.04 0.20＊＊ 
RCBS 0.45＊＊ 0.21＊＊ 0.11＊＊ 0.32＊＊ 
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CC-BPAQ:中国人大学生用 Buss-Perry攻撃性尺度, ChUSSI:中国人大学生用社会的スキル,RCBS: Cheek 
& Buss シャイネス尺度改訂版, ＊＊p<0.01。 
④ 再テスト信頼性 






計 22 項目の中国人大学生用 Buss-Perry 攻撃性尺度を開発した。「身体的攻撃」と「敵
意」因子はオリジナルの尺度にも存在しているが、「衝動性」と「怒りやすさ」因子は
本研究で得られた因子である。 
























できていない。例えば、運動選手の攻撃性は高いとする研究結果 (Mugno & Feltz, 
1985; Shields & Bredemeier, 1995; Stephens, 1998)が存在しているが、武術や空手な
ど攻撃性の高いスポーツ種目の選手の攻撃行動は少ない (Daniels & Thornton, 1990; 
Coakley, 2003; 石野 & 吉川, 2011)とする研究結果も存在している。また、スポーツ
活動が男子運動選手だけに攻撃性を高める (Silva, 1983; Bredemeier, Shield, Weiss, 
& Cooper, 1987; Lenzi, Biano, Milazzo, Placidi, Castrogiovanni, & Becherini, 1997)





数、種目が攻撃性に影響を与えているという結果を報告している (王 大. , 1994; 姚, 















ける学生人数が 1万人以上の大学を 1 大学抽出、そのうちスポーツ大学は 2 大学ある。
2900 人の調査票を回収できたが、回答問題のない 2366 人を分析対象とした。そのう
ち、一年生 894 人、2 年生 943 人、3 年生 424 人、4 年生 75 人。文系 1332 人、理系
1034 人。運動部参加者 781 人(中国 1 級選手 8 人、2 級 361 人、3 級 48 人、無等級
364 人)、参加時間 9~180 月、平均(20.29±29.65)月，週運動時間 90~900 分、平均(185.58
±178.43)分。文化部参加者は 828 人、無参加者は 757 人。全体年齢は 17~26 歳、平
均(20.57±1.38)歳。4 年生 75 人しかいないため、分析する時は 3 年生と合併した。 
②調査内容  
 中国版大学生用 Buss-Perry 攻撃性尺度(CC-BPAQ)と中国語版 RCBS 尺度。調査用
紙は付録①に掲載している。 
④ 統計解析 


















敵意 22.46±5.94 21.52±5.83 21.85±5.89 21.15±5.64 23.02±6.05 
身体的攻撃 13.38±4.48 10.58±4.66 12.48±4.71 10.32±4.53 13.16±4.65 
衝動性 18.81±4.40 18.76±4.36 19.49±4.40 18.21±4.18 18.67±4.48 
怒りやすさ 7.82±2.78 7.98±2.75 7.84±2.92 7.53±2.71 8.37±2.60 
内気 25.63±6.92 25.48±6.35 25.14±6.85 24.85±6.24 26.76±6.67 
積極性 10.68±3.12 11.02±2.93 10.16±2.99 10.77±2.89 11.66±3.01 
 
②運動部参加者、文化部参加者と無参加者 3 群間攻撃性得点の差 
表 V-5  CC-BPAQ 得点の群別および性別の差 
尺度 
運動部参加者 文化部参加者 無参加者 主効果 交互 
作用 男 女 男 女 男 女 群別 性別 







































図Ⅴ-2~図Ⅴ-5 は CC-BPAQ 尺度 4 つの下位尺度得点の学年変化を示している。 
 
図 V-2  クラブ参加別の「敵意」得点の学年推移 
 
 





























































図 V-4  クラブ参加別の「衝動性」得点の学年推移 
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 図Ⅴ-2~図Ⅴ-5 から見れば、4 つの下位尺度の得点は 1~2 年は増加、2~3 年以後は低
下している傾向である。4 つの下位尺度ですべて学年の主効果が見られた (敵意
(F(2,2334)=18.27, p<0.01, f=0.13)，身体的攻撃(F(2,2334)=20.10, p<0.01, f=0.13)，衝
動性 (F(2,2334)=11.72, p<0.01, f=0.10) ，怒りやすさ (F(2,2334)=16.25, p<0.01, 
f=0.12))。群別の主効果も見られた(敵意(F(2,2334)=19.22, p<0.01, f=0.13)，身体的攻
撃(F(2,2334)=66.84, p<0.01, f=0.24)，衝動性(F(2,2334)=15.06, p<0.01, f=0.11) ，怒
りやすさ(F(2,2334)=19.18, p<0.01, f=0.13))。「身体的攻撃」、「衝動性」と「怒りやす
さ」で交互作用が見られた (身体的攻撃(F(4,2334)=3.85, p<0.01, f=0.06)，衝動性
(F(4,2334)=4.40, p<0.01, f=0.06) ，怒りやすさ(F(4,2334)=2.57, p<0.05, f=0.05))。し





 先行研究を参考にしたうえ (Buss & Perry, 1992; 三輪 , 三浦 , & 上里 , 1999; 吕, 
高見, 董, WONG, & 王, 2013; 汪, 王, & 马, 1999; 青木 & 松本, 2006)、図 4-2 に示
しているように仮モデルを作成した。スポーツ活動は運動選手の等級(1 級~級なし)、
参加時間を週平均運動時間で構成されている。攻撃性は CC-BPAQ の 4 つの下位尺度
で構成されている。シャイネスは中国語版 RCBS を使用し、「内気」と「積極性」の 2
因子構造 (Crozier, 2005)を設定している。シャイネスを媒介要因とするのは、スポー
ツ活動の参加がシャイネスを改善し、生活の質を高められるという研究があり (福田 






図 V-6 スポーツ活動が攻撃性に与える影響の仮モデル 
 
良い適合度が得られなかったため、修正指数を参考にモデルの修正を行った。修正
したモデルは図Ⅴ-7 に示している。修正後のモデルの適合度は(GFI=0.97, AGFI=0.95, 
CFI=0.95, RMSEA=0.07)であり、データによく適合である結果が得られた。男女別の

















藤, ほか, 1999; 青木 & 松本, 高校運動部員の攻撃性とそれに関連する要因, 2006; 





































第III節  小結 
 第 5 章では、スポーツ活動と社会的スキルの関係を明らかにするため、媒介要因と
して取り扱う BPAQ の中国語大学生用版 CC-BPAQ を作成した。そしてその尺度を用
いて、スポーツ活動が参加者の攻撃性に及ぼす影響を検討した。 
CC-BPAQ を作成するため、米・豪に留学経験のある大学院生 2 名により BPAQ を
中国語版に翻訳された。中国の北京市・上海市・重慶市・浙江省・江蘇省・江西省・
湖南省・四川省・遼寧省にある合計 9 大学の大学生 1722 名を研究対象として、サン
プル通し番号の奇数部を探索的因子分析に、偶数部を確認的因子分析に使われた。
RChUSSI と中国語版 RCBS シャイネス尺度を基準関連尺度として使用した。 
探索的因子分析から、「敵意」、「身体的攻撃」、「衝動性」、「怒りやすさ」4 因子合計
22 項目の中国語大学生版 Buss-Perry 攻撃性尺度を作成した。確認的因子分析、内的
信頼性係数、および再テストの結果は全て 4 因子の CC-BPAQ の高い妥当性と信頼性
を示している。 













第VI章 研究 3 中国大学運動選手の社会的スキル 
第I節   目的 






























第I項 対象者  
2011 年 4 月～6 月に、便宜的抽出法で北京、上海、南京、杭州、成都、武漢、大連、
長沙、南昌における学生人数が 1 万人以上の大学を 1 大学抽出した。無作為抽出法で
2900 人の対象者を抽出した。2543 人分の調査票を回収できたが、回答問題のない 2347
人を分析対象とした。そのうち、男性は 1141 人、女性は 1206 名。一年生 897 人、2
年生 933 人、3 年生 442 人、4 年生 75 人。全体年齢は 16~29 歳、平均(20.57±1.38)
歳。そのうち、スポーツクラブ参加者 780 人、非スポーツクラブ参加者 820 人、無参
加者は 747 人。中国運動人口区分標準(毎週 3 回以上、毎回運動時間 30 分以上、かつ
中程度以上の運動強度で運動している者は運動人口) (肖 & 方, 2005) で、条件を満た
さない者 488 人を削除、スポーツクラブ参加者は残り 292 人であった。結局分析対象
者となった人数は合計 1859 人であった。そのうち、男性 870 人、女性 989 人、一年




 ①中国大学生用社会的スキル改訂版(RChUSSI)。第 4 章で解説した。 










第III節  結果 
第I項   RChUSSI 各下位尺度の得点状況 
研究対象者をスポーツクラブ参加群、文化クラブ参加群とクラブ無参加群に分けた
後、各群の各下位尺度における得点状況は表Ⅵ-1 に示している。 
表 VI-1 RChUSSI 各下位尺度の得点状況 
尺度 
スポーツクラブ参加群 文化クラブ参加群 クラブ無参加群 
男（n=214） 女（n=78） 男（n=265） 女（n=555） 男（n=391） 女（n=356） 
思いやり 71.29±10.12 73.73±8.14 69.27±11.78 70.55±11.10 65.53±13.67 66.03±13.50 
社交性 27.98±6.06 26.37±5.93 26.61±6.05 25.47±6.38 26.06±7.00 25.11±6.83 







表 VI-2 群別と性別における RChUSSI 得点の差 
下位尺度 


































36.46** 4.32* 0.60 
SCMs 6.17* 1.81 














5.28** 11.37** 0.23 
SCMs 1.94* 1.71* 















28.52** 0.94 1.63 
SCMs 2.45* 0.53 





 表Ⅵ-2 により、RChUSSI すべての下位尺度で群別の主効果が見られ：「思いやり」
(F(2,1853)=36.46, p<0.01)、「社交性」(F(2,1853)=5.28, p<0.01)、「社交シャイネス」





おいて、スポーツクラブ参加群の得点は一番高かった(M SCMs－M NMs =1.94，M SCMs－M 
NSCMs =1.71)。「社交シャイネス」因子において、スポーツクラブ参加群と文化クラブ参
















































































青木 (2006)と呂ら (2014)の研究を参考した後、図 5-1 に示しているように仮モデル
を作成した。スポーツ活動は運動選手の等級(1 級~級なし)、参加時間を週平均運動時
間で構成されている。社会的スキルは RChUSSI の 3 つの下位尺度で構成され、攻撃
性は中国語版 CC-BPAQ の 4 つの下位尺度で構成されている。攻撃性を媒介因子とし
た理由は、スポーツ活動が攻撃性に負の影響を与えており (Mugno & Feltz, 1985; 
Shields & Bredemeier, 1995; 郝, 佟, 杨, & 盖, 2008)、攻撃性は社会的スキルに負の






































図 VI-4 スポーツ活動が社会的スキルに与える影響の仮モデル 
 
良い適合度が得られなかったため、修正指数を参考にモデルの修正を行った。修正
し た モ デ ル は 図 Ⅵ -5 に 示 し て い る 。 修 正 後 の モ デ ル 適 合 度 は
(GFI=0.93,AGFI=0.87,CFI=0.84,RMSEA=0.09)であり、データによく適合である結果
































































第V節  小結 
 本章では、RChUSSI と CC-BPAQ を用いて大学運動選手の社会的スキルの現状と
スポーツ活動が社会的スキルの獲得に与える影響を検討してきた。研究対象者は大学
運動選手 292 名と一般大学生 1567 名、合計 1859 名の大学生であった。 
 性別、群別と学年別から検討した結果、「思いやり」において女子大学生は男子大学
生より得点が高く、「社交性」においては男子の方が高かった。RChUSSI の 3 つの下
位尺度得点において、部活動参加群の得点は無参加群より高いことが分かった。部活














第VII章 研究 4 児童期から青年期におけるスポーツ活動と社
会的スキルの発達 
 
第I節   目的 








は少なく、そのなかでも、10 回ほど SST を実施しても一部の効果しか見られないプ




















既存の中国語版社会的スキル尺度において、KiSS-18 は中国人高校生 (毛, 2005)と








 便宜的抽出法で浙江省臨海市内における小・中・高校を 2 校ずつ抽出し、合計 6 校
を調査対象校とした。各学内で無作為抽出法を用いて、小学生は 3 年生から 6 年生ま
で各学年 3 クラスずつを抽出し、中学校と高校も各学年 3 クラスずつを抽出し、合計
1964 人にアンケートを配布した。合計 1964 部のアンケートを回収した、回収率は
100％。便宜的抽出法で杭州市内における大学 2 校を抽出して、無作為抽出法で 1 年
から 3 年までの大学生を 400 人にを抽出し、アンケートを配布した。合計 371 部を回
収した、回収率は 93％。全回答者のうち、明らかに虚偽回答を含むと判断されたなど
のアンケート 453 部を除き、最終的に、1910 名が有効回答者となった。小学校 3 年生
は 89 人、4 年生は 162 人、5 年生は 185 人、6 年生は 95 人。中学生 1 年生は 180 人、
2 年生は 173 人、3 年生は 177 人。高校 1 年生は 189 人、2 年生は 164 人、3 年生は
155 人。大学生 1 年生は 146 人、2 年生は 97 人、三年生は 98 人。総サンプルにおい




表 VII-1 学年と男女別の度数表(n=1911) 
 小 3～4 小 5～6 中学生 高校生 大学 1 年 大学 2 年 大学 3 年 合計 
男子 128 146 268 219 84 61 45 951 
女子 123 134 262 289 62 36 54 960 
小計 251 280 530 508 146 97 98 1910 
 
②調査時期 














 KiSS-18 社会的スキル尺度中国語版 (毛, 2005)。 
この尺度は合計 6 因子 18 項目で構成され (菊池, 1988)、項目に対する回答はオリジ
ナルの尺度と同じ 1 に近づくほど「まったくあてはまらない」、5 に近づくほど「非常
に当てはまる」とする 5 件法で求めた。中国の学生を実施対象としたため、毛 (2005)
の中国語翻訳版中の「仕事」という言葉を全部「学業または仕事」に入れ替えた。オ
リジナル KiSS-18 の項目を表Ⅶ-2 に示している。  
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表 VII-3 中国語版 KiSS-18 の得点状況(n=1910) 
項目 平均±標準偏差 
1 他人と話していて、あまり会話がとぎれない方ですか 3.49±0.93 
2 他人にやってもらいたいことを、うまく指示することが出来ますか 3.83±0.91 
3 他人を助けることを、上手にやれますか 3.75±0.78 
4 相手が怒っているときに、うまくなだめることが出来ますか 3.50±1.00 
5 知らない人とでも、すぐに会話が始められますか 2.80±1.20 
6 まわりの人たちとの間でトラブルが起きても、それを上手に処理できますか 3.13±0.99 
7 こわさや恐ろしさを感じたときに、それをうまく処理できますか 3.48±1.12 
8 気まずいことがあった相手と、上手に和解できますか 3.74±1.01 
9 仕事をするときに、何をどうやったらよいか決められますか 3.81±0.91 
10 他人が話しているところに、気軽に参加できますか 3.42±1.01 
11 相手から非難されたときにも、それをうまく片付けることが出来ますか 3.33±1.07 
12 仕事の上で、どこに問題があるかすぐにみつけることが出来ますか 3.41±0.93 
13 自分の感情や気持ちを、素直に表現できますか 3.42±1.09 
14 あちこちから矛盾した話が伝わってきても、うまく処理できますか 3.43±0.99 
15 初対面の人に、自己紹介が上手に出来ますか 3.41±1.15 
16 何か失敗したときに、すぐに謝ることが出来ますか 3.75±0.97 
17 まわりの人たちが自分とは違った考えを持っていても、うまくやっていけますか。 3.76±0.98 
18 仕事の目標を立てるのに、あまり困難を感じない方ですか 3.31±1.09 
 
②中国青少年用 KiSS-18 社会的スキル尺度の因子構造 
 因子抽出には主因子法、プロマックス回転を行った。1 回目の因子分析では、固有
値が 1 以上を設定し、因子数は制限しなかった。その結果固有値 1 以上の因子 4 個を
得た。そこで因子のスクリープロット(図Ⅶ-1)を参考する上、2 因子構造が妥当である
と考えられた。そこで再度 2 因子を仮定して主因子法・Promax 回転による因子分析
を行って、因子負荷量 0.38 を基準に共通性の低い項目第 2、4、7、8、13、15 項目を
削除した。残った 12 項目で 3 回目の因子分析を行って、その結果固有値 1 以上の因子
2 個を得た。なお、回転前の 2 因子で 12 項目の全分散を説明する割合は 42.04％であ
り、Promax 回転後の最終的な因子パターンと因子間の相関を表 6-2 に示している。






図 VII-1 中国人青少年用 KiSS-18 社会的スキル尺度因子のスクリープロット 
 
 
表 VII-4 中国人青少年用 KiSS-18 社会的スキル尺度因子分析結果(Promax 回転後の因子バターン) 
項目内容 F1 F2 
s16 何か失敗したときに、すぐに謝ることが出来ますか 0.66 -0.22 
s09 学業または仕事をするときに、何をどうやったらよいか決められますか 0.56 0.05 
s12 学業または仕事の上で、どこに問題があるかすぐにみつけることが出来ますか 0.55 0.04 
s18 学業または仕事の目標を立てるのに、あまり困難を感じない方ですか 0.55 -0.07 
s17 まわりの人たちが自分とは違った考えを持っていても、うまくやっていけますか。 0.49 0.01 
s14 あちこちから矛盾した話が伝わってきても、うまく処理できますか 0.48 0.17 
s11 相手から非難されたときにも、それをうまく片付けることが出来ますか 0.46 0.20 
s03 他人を助けることを、上手にやれますか 0.43 0.09 
s05 知らない人とでも、すぐに会話が始められますか -0.25 0.68 
s10 他人が話しているところに、気軽に参加できますか 0.15 0.49 
s06 まわりの人たちとの間でトラブルが起きても、それを上手に処理できますか 0.14 0.47 
s01 他人と話していて、あまり会話がとぎれない方ですか 0.08 0.38 
因子寄与  2.96  2.31 
  累計%  31.88  42.05 
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第二因子は 4 項目で構成している。表Ⅶ-4 に示している項目内容から見れば、社交
能力に向かう内容の項目が高い負荷量を示している。そこで、第二因子を「社交能力」
因子と命名した。 
中国人青少年用 KiSS-18 社会的スキル尺度の 2 つ下位尺度の平均値を算出し、「問
題解決」下位尺度の得点(平均 28.55、SD=4.80)、「社交能力」下位尺度得点(平均 12.84、














 本節では、中国人青少年に適用できる KiSS-18 社会的スキル尺度の因子構造を分析



















断されたなどのアンケート 39 部を除き、最終的に、150 名が有効回答者となった。大
学生 1 年生は 40 人、2 年生は 68 人、三年生は 42 人。男子学生は 108 名、女子学生
は 42 名で、平均年齢は 20.39(SD=1.52)歳である。分析対象者となる運動選手は全て
学校チーム選手または中国運動選手等級称号を持っている選手である。 
分析に入った総サンプルは合計 2060 人、男性は 1059 人、女性 1002 人、平均年齢
は 16.04(SD=3.42)。内枠は表Ⅶ-5 に示している。 
 
表 VII-5 学年とクラブ参加別の度数表 
 小 3～4 小 5～6 中学生 高校生 大学 1 年 大学 2 年 大学 3 年 合計 
運動参加群 42 59 97 73 49 38 47 405 
文化参加群 48 67 49 47 84 51 18 365 
無参加群 161 154 384 388 52 77 74 1290 
小計 251 280 530 508 186 166 139 2060 
 
②調査時期 








の KiSS-18 の 2 つの下位尺度の平均得点を算出して、折れ線図を作った。クラブ参加
有無の分類について、週 1 回以上、毎回 30 分以上のクラブ活動に参加している対象者
をクラブ参加者、それ以外は無参加者と分類した。参加者の中に参加種類によって、
スポーツクラブ参加群と文化クラブ参加群 2 群に分類した。学年について、小学校 3
～4 年生、小学校 5～6 年生、中学生、高校生、大学 1 年生、大学 2 年生と大学 3 年生
































































図 VII-3 クラブ参加別「社交能力」因子得点の学年推移 
 






















































































図 VII-4 各年代群別「問題解決」標準得点の比較 
 
 
















































学校から高校まで、と大学 1 年から 3 年まで上昇する傾向が見られる。スポーツ活動
参加者は小学校から高校までに、「問題解決」と「社交能力」の標準得点は全て平均値











学年(3‐4 年)から高学年(5‐6 年)に 3 つのグループの「問題解決」得点がともに上昇
していた。そのうち、文化とスポーツクラブの参加者は小学校 5‐6 年生の時点に得点



























































響を与えると考えられる。高校生から大学 2 年まで、3 群とも低下する傾向がみられ


















応しにくいため、3 群とも大学 1 年生の時社会的スキルは低かった。中国の学生運動
選手はスポーツ成績のみ重視するため、基礎学力が低いことが先行研究でよく報告さ










という利点があるため、本研究では、KiSS-18 を使用し、小学校 3 年生から大学 3 年
生まで幅広い年齢の被験者の社会的スキルを測ってきた。しかし、素点を比較するこ
とから見れば、項目内容による限界を考慮する必要がある。「問題解決」因子において、


















 中国人青少年用 KiSS-18 社会的スキル尺度を作成するために、小学 3 年生から大学
3 年生まで合計学生 1910 名を研究対象とした。探索的因子分析を行った結果、合計








































第I節  総合的考察 
 本研究においては、4 つの研究で青少年期における社会的スキルの発達にスポーツ活
動が及ぼす影響を明らかにしたが、それらの結果から以下のことが明らかとなった。 










負の相関があることが先行研究に報告されており (安藤 吉村, 2003)、本研究ではスポ
ーツ活動が社会的スキルに与える影響を明らかにするため、攻撃性を媒介要因として














 研究 3(第Ⅵ章)からは、以下の結果が得られた。 
①スポーツクラブと文化クラブ参加者の社会的スキル得点は無参加者より高かった。 







 研究 4(第Ⅶ章)は、作成した中国語版青少年用 KiSS-18 社会的スキル尺度を使用し





































































②大学 4 年生データが不足したことによる限界。 
 本研究の調査時期は中国大学生の教育実習および就職活動時期が重なったため、4
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